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議 員 提 出 

議 案 の 題 目 

 

 

 

 

 

開 議 午前１０時０５分 

議 事 日 程 議長は、本日の議事日程を次のとおり報告した。（別添付） 

会 議 録 署 名 

議 員 の 指 名 

議長は、会議録署名議員に次の２名を指名した。 

 １番 髙 坂 隆 雄 議員 

 

 番 議員 

 

議  案  の  経  過 

日 程 発 言 者 発 言 者 の 要 旨 

  

事務局長 

（袴田光雄君） 

 

 おはようございます。 

 事務局からお知らせいたします。 

 本日、３月１１日は東日本大震災から３年目に当たります。 

 犠牲になられた方々に哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りするた

め、本日地震発生時刻の午後２時４６分に休憩を入れまして、１

分間の黙禱をささげたいと思います。 

 皆様のご協力をお願いいたします。 

 次に、一般質問について、若干ご説明申し上げます。 

 本日は、お２人の一般質問が予定されております。質問時間は

６０分以内としております。時間制限の５分前には、次のように

呼び鈴を鳴らします。 

 また、６０分に達しますと、次にようにベルを鳴らします。 

 このベルが鳴りましたら、速やかに質問を終了願います。 

 それでは、修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。ご着席ください。 

 今定例会の議事録署名議員は、西舘議員が指名されておりまし

たが、本日欠席されておりますので、会議録署名議員の追加指名

をしたいと思います。 

 追加会議録署名議員には、１番髙坂隆雄議員にお願いいたした
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いと思います。よろしくお願いいたします。 

 

会議成立 

開議宣告 

佐々木議長  おはようございます。 

 ただいまの出席議員数は１４人です。定足数に達しております

ので、直ちに本日の会議を開きます。 

 

  （開会時刻 午前１０時０５分） 

 

議事日程報告 佐々木議長  本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

 

一般質問 佐々木議長  日程第１、一般質問を行います。 

 質問に先立ちまして、一問一答方式についてご案内申し上げま

す。 

 １つ目、一問一答方式で行う場合は、登壇した際にその旨を発

言してから開始していただきます。 

 ２つ目、質問は通告してある質問事項の順番に質問願います。 

 ３つ目、通告した質問事項の中に、質問の要旨が複数ある場合

は、１点目の質問要旨に対する質問が終了してから２点目の質問

要旨に移るという形で、質問の要旨の順番に従って質問願いま

す。 

 ４つ目、１件目の質問事項の質問を終了し、次の質問に移る際

は、次の質問事項を開始する旨を発言願います。 

 なお、質問の回数制限はございませんが、質問時間は答弁を含

め６０分以内とされるようお願いいたします。 

 一般質問者は、一般質問者席において発言願います。 

 通告順に発言を許します。 

 １席、３番、平野敏彦議員の一般質問を許します。３番、平野

敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 おはようございます。 

 平成２６年第１回おいらせ町議会定例会開会に当たり、議長の

お許しを得て、３番平野敏彦が通告に従いまして一問一答方式に

より質問させていただきます。 

 東日本大震災発生からきょうで３年となりました。復興のスピ

ードに８０％の人が不安を感じており、被災地の復旧・復興はき
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つい仕事と低賃金、人手不足による復興工事のおくれが深刻な問

題となっております。加えて、復興と原発事故への対応が２０２

０年開催の東京五輪パラリンピックに向けて、競技施設やインフ

ラなど、関連施設の建設工事が徐々に本格化する中で、震災復興

への関心が風化するのではと心配であります。 

 ２月の記録的な豪雪となった県南地方も、日増しに春の日差し

が温かく感じられるきょうこのごろであります。３月は新たな目

標に向かい、胸躍らせて羽ばたく子供たち、そして希望に燃えて

旅立ちをする若人に励ましのエールを送るものであります。 

 おいらせ町サッカー協会が昭和６１年青森県サッカーリーグ

２部に出場し、１部昇格から１３年、念願の東北社会人サッカー

リーグ２部北地区に４月からおいらせフットボールクラブとし

て出場いたします。青森・秋田・岩手３県の代表チームによるリ

ーグ戦で、延べ１８試合の日程が決定しております。たくさんの

町民の応援を願い、子供たちに夢と希望を与える絶好の機会と捉

え、開幕を心待ちにするイレブンの前途に大きな期待をするもの

であります。サッカーを通して、おいらせ町のイベントや地場産

品のＰＲなど、町のために少しでも役立ちたいと強い思いを抱い

て、４月１３日の開幕試合に燃えております。多くの試合を通し

て、町民の心を一つにきずなをつなぐ役目を果たしてくれること

でしょう。 

 成田町長には、これまで町内の各種スポーツ大会を初め、上北

郡総合体育大会や県民体育大会、そして県民駅伝大会で応援をい

ただきました。おかげさまで選手の士気が高まり、チームの一体

感が生まれ、多くの好成績を残すことができました。体育協会会

長として、改めて厚く御礼を申し上げます。 

 町長に就任して４年、これまで町民目線で行政運営を基本に誠

心誠意町政運営に全力で取り組んでこられました。私は３年間町

長と町政全般にわたり議論してまいりましたが、３月末で任期を

終える町長の心中を察するとき、言いようのない寂しさを感ずる

と同時に、これまでの行政運営に対し、心から賛辞を送るもので

あります。任期最後の議会、町長の所見をお伺いしたいと思いま

す。 

 まず、第１点目であります。町震災復興計画の進捗状況につい

てであります。 
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 防災林の倒木と防火対策について。 

 災害発生から日を追って防災林が枯れ始め、私は、平成２３年

第４回定例会において、対策についてお伺いいたしました。答弁

では、県からの整備期間の詳細について回答は得られていないと

ありましたが、その後、県の回答はなかったのか。 

 また、防災林の倒木にどのように対応するのか。今、春になり、

火災予防の観点からどのような対策を講ずるのかお伺いしたい

と思います。 

 あわせて、３．１１から発生し、３年がたった震災復興につい

て、町の防災復興計画の進捗状況についてもあわせてお伺いいた

します。 

 答弁をお願いします。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 それでは、席３番、平野敏彦議員の質問にお答えします。 

 まずもって、前段で私の４年の任期中の仕事ぶり、あるいは平

野議員が議員になられて３年間のやりとりを評価してください

ましたことに心から感謝申し上げます。これを心の糧として、こ

れから退任後も人生の一つの教訓として役に立てていきたいな

と感じております。本当にありがとうございました。 

 それでは答えに入りますけれども、町沿岸部の防災林では、林

内で枯れ木の倒木が目立つようになってきており、町としてもそ

の現状は把握しております。 

 その防災林の中で、被災しているクロマツにつきましては、上

北地域県民局が平成２４年度から実施しています海岸防災林造

成事業により、随時伐採及び処理を行い、復旧を進めていく計画

となっていると伺っております。 

 また、林内にある倒木や枯れ木は、海岸防災林造成事業の中で、

丸太の場合は植栽区画の柵に使用したり、そのほかの部分はチッ

プにして植栽区域に敷きならしをするなど、現地で再利用を行う

ということであります。 

 次に、防災林の防火対策でありますが、県の管理地で、立ち入

りの制限がありますので、春と秋の火災予防運動の中でパトロー

ルや無線放送による呼びかけなど、啓発活動を中心に対応してい
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きたいと考えているところであります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 それでは、今の答弁に対して質問いたします。 

 私は、今のこの災害に絡んで海岸清掃とかそういうものが、う

ちの町内も、一川目町内、深沢町内、何日かあったわけで、これ

は県の事業としてやられたと聞いております。今の答弁ですと、

その県の県民局と町がどのような詰めをしたのか、ちょっとその

辺がよく理解できません。 

 私は、３年きょうでたっているわけですから、少なくても海岸

清掃のような形で、一川目、二川目、深沢、この被災地の方々に

対して、その伐採林の撤去とか、それからいろんな対応を、砂浜

の清掃に当たったような形で取り組めなかったのか。それによっ

て、この被災した地区の方々に対して臨時収入もあったのではな

いか。そういう対応がなぜできなかったのか疑問であります。海

のほうができているのに、防災林についてはなぜできなかったの

か。県とどういう詰めをしたのか。もう一回ここのところをお聞

かせいただきたいと思います。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（泉山裕一君） 

 ただいまの質問にお答えいたします。 

 昨年度の話ですけれども、県から各町内会さんに、どのように

今後事業をしていくかという旨のお話が一度あったということ

を聞いております。 

 それで、私も個人的に県の対応が若干おくれているなと思う部

分がありますけれども、協議会というものを立ち上げ、今立ち上

げようとしているのが今年度、今の３月です。そこに構成員とし

て、各町内会、深沢、一川目、二川目の町内会長及び漁業関係者、

あと保安林の関係者、県民局、町が入って、その旨で今後どのよ

うな活動をしていくか、また今後どのような事業を行うかという

説明をするという形になっております。この協議会が立ち上がれ

ば、歴然と今後そういう活動もお話し合いされていくものだと思



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－８－ 

っております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 今の農水課が携わっているということ、本来、災害復興という

ことからいったら、ちょっとその辺は趣旨が違うのではないかと

私は思うんですよ。そのために防災担当課というのをつくったの

ではないですか。この災害については、個々の課にそういうふう

に振っていくことによって、実態把握とかそういうことはよくさ

れていますか。私はそういうのが疑問なわけですよ。防災復興計

画の中でそういうものが位置づけられて、そこの担当課がちゃん

とすべきだと私は思うんですけれども、農水課はそれだけの情報

提供なり、そういうものをしていってそれでいいのではないです

か。それが所管課になるんですか、今度、この部分については、

農水課が。この辺をちゃんと確認したいと思いますよ。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。副町長。 

 

答弁 副町長 

（西館芳信君） 

 議員がおっしゃることにも一理あると思います。ただ、私ども

としましては、たとえどこの課がやろうが、総合力が発揮されて

いて、その事案、事案が解決できればそれでいいというふうな基

本的なスタンスには変わりありません。農水であるか、まちづく

りであるか、見きわめがなかなか難しいところもあろうかと思い

ますが、そこはそれに縛られずに柔軟に対処していきたいと思う

ところです。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 私が言っているのは、例えば農林災害とか、そういうものであ

れば農水が担当で、その事業執行をすべきだと思いますし、今の

場合は、町全体の中での県とのかかわりがあるところでの災害復

興なわけですから、やはり関係がある課がほかの課に回してやる

ようなその業務の進め方というのは、私は疑問があるということ
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を言っているわけですよ。 

 それはそれとして、今、では農水課長から確認しますけれども、

その今３月に立ち上げをする新しい協議会の組織ができてきて、

４月、その今のこれからの部分については、立ち入りが規制され

るとか、制限があるとか、それから容易でないような話ですが、

私も昨年県民局から防災林について説明を町内会で受けました。

１人しか来ませんでした。そうしたらそのとき、今言ったように、

「伐採は町内会で簡単にできるのか」と言ったら、「そうではな

い、できませんよ。これは県の管理しているものですから、それ

はできません」。それから、「では、その木をどうするんだ」とい

うことを話ししたら、「チップにして、下に敷くようにしたい」

というふうな話で、その後、その植栽を聞いたら、植栽する担当、

それからそういう立ち木の管理をする担当、それから今の処理を

する担当、３人しか担当がいないと。「なかなか工事が思ったよ

うに計画的に進みません。進めません」というふうな話でした。

その後、町からもそういう具体的なものも示されないんですよ。

私はだから、そういう意味では県と何回もやりとりしなければ、

なかなか前に進まないのではないかという気がしていたんです

が、今の答弁を聞いてみて、なるほどなと、やっぱりそういう中

身的な部分が詰まっていないなという気がしました。 

 これから、そのパトロール、無線、そういうものを使ってＰＲ

するとありますけれども、私は本当に今の一川目の一の川、二の

川、あの辺を上のほうから見たときに、日を追って倒れていった

り、枯れて、もう海が完璧に見えるような状態になっていますか

ら、もしあれが、火災が発生した場合、民家に及ぶ地域がいっぱ

いあるわけですよ。県が管理しているから町は手出しができない

とか、そういうものではないと思いますよ、私は。町民の民生安

定、生活の保全を守っていくためには、一刻も早く対応すべきだ

と私は思いますよ。今のこの組織は組織として、対応の仕方とい

うのはまた違ってくると思いますので、防災課長、その辺、どう

いうふうに県と詰めていますか。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課  議員おっしゃるとおりの思いでございます。 
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長 

（中野重男君） 

 私どもとしても、枯れが大分大きくなってくるということは、

当然ながら防火対策が必要だということが考えられます。よっ

て、これからの枯れぐあいも含めまして進捗を見ながら、県に強

く申し入れ、あるいは要請をするなり、対策をしていきたいと考

えております。 

 

 佐々木議長 

 

 ３番。 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 要請とか、そうではなくて、県と一体となって、どういうふう

な形で迅速に対応して効果を上げるかという方法をぜひ考えて

ほしいと思います。 

 それでは、次のこのあわせて２点目です。 

 防災林の植栽計画の県計画、それから町の植栽の現状につい

て、今どういうふうになっているかお伺いしたいと思います。 

 

 佐々木議長 

 

 答弁を求めます。町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 それでは、お答えします。 

 海岸防災林の植栽につきましては、平成２５年７月に被害面積

の再調査を実施した結果、被害を受けた深沢、一川目、二川目の

各地区を上北地域県民局において、海岸防災林造成事業を活用

し、平成２４年度から平成３２年度にかけ、植栽工約３４ヘクタ

ール、整理伐採約１０ヘクタールの森林整備を実施していく計画

となっているということであります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長 

 

 ３番。 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 今の町長の答弁ですと、これから２４年から３２年まで計画的

に進めるということですけれども、私は、今の３．１１の被害が

食いとめられたのは、この海岸防災林があったから最低の被害に

とどまったなという気がするわけです。実際に海岸防災林につい

ては、５０年以上前の部分と、それから４０年、３０年と３段階

で植栽されてあるわけで、その防災林があったから、本当に私は

被害が仙台とかああいうところと違って食いとめられたなとい
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う思いがあります。 

 今、こういう形で見ますと、この間にまた災害が発生した場合

は、今度はそう簡単には被害を食いとめる方法がないわけで、早

める方法とかそういうふうな、これは県の計画なわけですけれど

も、おいらせ町の一川目、二川目、深沢地区の現状を見たときに、

今一番重点的にここからスタートしていかなければならないと

か、ここのところはちゃんとしなければならないというふうな計

画がどういうふうに盛り込まれているか。ここのところをちょっ

と説明いただきたいと思います。 

 

 佐々木議長 

 

 答弁を求めます。農林水産課長。 

 

答弁 農林水産課長 

（泉山裕一君） 

 計画といたしましては、２４年度から進めておりまして、今、

私どもでは２６年度の計画まで把握しております。地区的には、

深沢・一川目地区、ここが一つの地区になります。もう一つは、

二川目地区という形になっておりまして、これから２４年、２５

年に関しては、一川目地区は一川目１丁目の東、児童公園より東

側の部分の防災林を行っています。二川目地区は被害を受けた養

豚畜舎のあたりを行っております。２６年度の計画もそこの隣接

地を行うという計画になっております。ちょっと２７年度以降に

関して見ればまだわからないんですが、多分協議会の中で、今後

私どももいろいろな情報を得ることができますし、情報をなるべ

く共有していきたいと思っていますので、今後協議会の中で確認

してきたいと思います。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 私は、今の計画で、まずは植栽の部分もそうですけれども、実

際に枯れてしまっているところの優先度を早めて、特に民家に近

いところの植栽を進めてほしいと。ですから、県とのいろんな協

議もあると思いますけれども、私はやっぱり災害発生を防止する

観点からいっても、仕事のしやすい計画ではなくて、地域のそう

いう安全を守っていくための方策を優先してその計画を立てる

という形で県と協議してほしいということを要望して終わりま
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す。 

 それから３点目ですが、海抜表示について全町に表示をしまし

た。そしてまた、追加の部分についても表示したということであ

ります。 

 全般的に町民の声として聞こえてくるのは、被災地域と全町表

示との認識の違いがあるわけですよ。被災地のほうですと、なぜ

津波とかそういうものが全然行かないほうに海抜表示をつけて、

実際に津波を受けたそういうものに対する表示の箇所が少ない

と。本当にこの表示の仕方に無駄があるのではないかという、表

示の仕方が、声があるんですけれども、実際に今、町で表示した

結果、町民の反応というのはどういうふうに捉えているかお聞き

したいと思います。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 海抜表示の設置工事については、昨年度から今年度の２カ年に

かけて実施し、２月に工事を終えたところであります。 

 昨年度においては、電柱取りつけ型を２２７カ所、指定避難所

の看板に表示したものが２７カ所、合計で３０４カ所設置し、特

に沿岸部を重点的に設置したところであります。 

 今年度においては、町内会より要望をいただいた場所に設置す

ることとし、電柱取りつけ型を４６カ所、集会所などの施設に３

７カ所、合計で８３カ所に設置しました。 

 ２カ年にわたる継続実施により、当町の海抜表示は全体で３８

７カ所となりました。このことにより、町民はもとより、町外か

らの来訪者の方についても、津波避難の必要性について考える契

機になればと思います。 

 今、平野議員の質問の中に、津波の被災の可能性の低いほう、

あるいは被災する可能性の大きいほうのそのバランスがよくな

いというご指摘がありましたので、その部分につきましては担当

課長から説明させます。 

 以上で答弁を終わります。 

 

 佐々木議長  まちづくり防災課長。 
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答弁 まちづくり防災課

長 

（中野重男君） 

 それでは、お答えいたします。 

 被災浸水地域、あるいは丘の浸水できなかった地域とのバラン

スの関係でございますけれども、私どもとしましては、いろんな

浸水するという意識のところと、丘のほうになれば、西のほうに

なれば津波は来ないという意識の差を、なるべく教育的な配慮も

含めまして、全町的に津波は怖いものだという認識をしていただ

くための一つの材料として、この海抜表示の設置が必要だという

ことで事業を開始したところであります。 

 そして、浸水地区につきましては細かくなるべく多く、そして

丘のほうについては荒くというバランスをとった、基準は特には

ございませんけれども、我々としてはこの程度がバランス的に、

あるいは濃淡的に適当だったのかなという思いで発注させてい

ただいたところでございます。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 この海抜表示、私も車で走ってみて、ほとんど畑地とか、そう

いうふうな部分で、海抜何メートルとこう出ているんですけど

も、この地域で海抜何メートルとわかって、それが全然災害とか、

そういうものが発生しそうもない、水害も及ばないような地域と

いうのも、本当にこれでいいのかなという感じを持って、また私

にもそういうふうな、「いや、無駄じゃないか」という声があっ

たということで、三沢とかああいうのを見れば、ほとんど被災地、

浜通りが電柱１本置きぐらいについているんですけれども、そう

いうものと格差があるなというので疑問を感じております。これ

については、そういう認識の違いがあると思いますけれども、私

はちょっとこれで本当にいいのかなという疑問が残りますけれ

ども、時間もありますので、次の質問に入らせていただきます。 

 質問の第２点目であります。 

 おいらせ町地域の元気再生定住促進条例について、４月１日か

ら施行がされるわけで、これは町としていろんな意味での定住促

進の施策の一つとして町長が提案したものでありますが、実際に

私も、この促進条例について地域を見てみました。特に、甲洋小
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学校の周辺に空き地がありますけれども、その地図をもらって見

たら、いい場所に空き地があるんですが、この空地のところには

制限があって、簡単にうちを建てられないと。では、この制限が

あるところの解除の方法がどういうふうにすれば解除されるの

か、まずここの部分についてお聞きしたいと思います。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 ちょっと答弁書と今の質問とずれるかもしれませんけれども、

また再度にわたってお聞きくださればと思っております。 

 それでは、お答えします。 

 甲洋小学校周辺の空き地については、都市計画法で定められた

市街化調整区域となっており、制限の解除や規制を緩和するため

には、県との協議や調整を行った上で都市計画の変更をしなけれ

ばなりません。 

 また、当町の都市計画区域は、八戸都市計画区域となっている

ため、八戸市との協議も必要となります。 

 以上ですけれども、答弁不足があるかもしれませんので、担当

者から再度説明させます。 

 

 佐々木議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（倉舘広美君） 

 地域整備課長からお答えします。 

 まず、解除の方法というご質問でございますが、今ある規制を

全て廃止するというようなことになりますと、保存されるべき農

地山林等の無秩序な開発、それから住宅街の形成を阻害するよう

な建築物の建築、また連担して形成されている集落から離れて建

築された場合、道路、上下水道等の公共施設の整備が間に合わな

くなるというようなことが懸念されますので、必ずしも住みよい

場所とならないことが考えられます。 

 このことから当町では、調整区域の廃止ということではなく

て、規制の緩和という方法をとっておりまして、住宅を建築でき

る土地を限定して指定しております。 

 以上でございます。 
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 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 今、答弁をいただいて、こんなに枠がはまっているのかなと。

そうすれば、例えばこの定住促進条例に基づいて、町外から、「い

や、ここがいいな」と入ってきても、新築できないわけで、うち

を建てられないわけで、そうすると勢いこの条例の未来というの

が阻害されるのでは、生かされないのではないかという気がする

わけですよ。 

 それで、今、地域整備課長が説明しましたけれども、私は無秩

序に地域を拡大するのではなくて、やはりこの道路があるわけ

で、その枠の中は町外から来た人が建てられるような条件整備を

まずして、この促進条例に申請をしたい人については、ここにう

ちを建ててくださいという形で町で案内し、ＰＲすることが大事

ではないかと私は考えているんですけれども、このままでいきま

すと、サラリーマンとか、そういう人というのはほとんどどうで

すか。 

 この２点目に入りますけれども、新しくうちを建てようとする

学区外からのそのサラリーマン世帯とか、そういう人は今のまま

ですと建築が不可能ということで理解していいでしょうか。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 それでは、お答えします。 

 甲洋小学校区は、市街化を抑制、調整すべき地域である市街化

調整区域として、これまでサラリーマンに限らず、農林漁業者の

用に供する建築物以外の建築を制限してきたところであります。 

 しかし、平成１２年に都市計画法が一部改正され、市街化区域

に隣接、または近接し、自然的・社会的諸条件から、市街化区域

と一体的な日常生活圏を構成していると認められる地域であっ

て、おおむね５０戸以上の建築物が連担している地域内であれ

ば、条例で定めることにより、農林漁業者以外でも住宅を建てる

ことが可能となりました。 

 甲洋小学校区においても、この制度により住宅を建築できる場

所が存在しております。 
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 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

今、町長がその条例で定めることにより、今私が言っているこの

甲洋小学校区で可能性があるという答弁ですけれども、しから

ば、私が今持っているのは、甲洋小学校の北側、農協の予冷庫が

あるんですけれども、その北側とか、それから国道の３３８の東

側、結構空き地があるので、こういうところはそうすると、今、

町長がいう町の条例で定めて、制限を解除できますよということ

で捉えていいですか。 

 

 佐々木議長 

 

 地域整備課長。 

答弁 地域整備課長 

（倉舘広美君） 

 地域整備課です。お答えします。 

 まず、平野議員がお持ちの図面、こちらだと思いますけれども、

この色を塗った部分が、町の条例で定めた農林漁業者以外の方で

も住宅を建築できる区域として指定されておりますけれども、こ

の指定の基準ですけれども、国で決めた基準が、まず、町長答弁

にもありましたように、５０戸以上の住宅が連担しているという

地域で、その連担している地域の一番端の宅地から半径５０メー

トル以内の土地で、当然道路に接していることが条件になりま

す。半径５０メートル以内の土地であれば、空き地であれば住宅

が建築できることになりますので、その空き地に住宅が建てば、

そこからまた５０メートルというふうに範囲が拡大する可能性

がありますので、見直しの際にそれも対象になるかと思います。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

そうすると、なるほどなと思いますけれども、ただこの５０メー

トルというのは、田舎ですと、もう１区画で５０メートル、その

境界から５０メートルという意味であれば、幾らも範囲が広がら

ないなと。こういうところをその条例で１００メートルにすると

か、１５０メートルにするとかというのが可能であれば、私はも
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っともっとエリアの拡大が可能になってくるのではないかなと

思いますけれども、この辺はぜひ町長の思いでこの条例が制定さ

れましたので、この制度をよく生かせるように、担当課だけでは

なくて、関係課あわせて検討してほしいと思います。 

 それでは、次の３点目に入ります。 

 下田小、甲洋小学区内に既に住んでいる住民の第３子以降の子

育て世帯に対する助成措置の考えがないかということでありま

す。 

 というのは、現在、甲洋小学校の学区内には、子供１人世帯が

１００世帯、２人世帯が７１世帯、３人世帯が３８世帯となって

おります。そしてまた、下田小の学区も調べてみたら、１人世帯

が７７、２人世帯が６７、３人以上が１８、１６２世帯あります。 

 こういう中で、今のような新築して学区外から入ってくる条件

が厳しい中で、私は今言った１人、２人世帯に対して、３人目に

助成しますよと、２０万円出しますよというふうな方法をとった

ほうがいろんな意味で子供の確保が手早い。４月から条例が施行

されて、ＰＲされれば、来年になれば産まれてくる１人世帯とか、

２人世帯が３人とかと産めば、すごい効果が早まるのではないか

と思いますけれども、こういう世帯に対するＰＲ、そしてまた３

人目以上に対する助成措置、そういう考え方がないかお聞かせい

ただきたいと思います。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 当該小学校区内に既に居住している世帯で、第３子以降の子育

て世帯に対する助成措置の考えはないかについてでありますけ

れども、この問題につきましては、以前にも平野議員より一般質

問という形ではなかったと思うんですけれどもご提言がありま

したので、私もそのようにしたいなと思って考えはあったんです

けれども、今回このような立場になったもので、実現することが

できなくなったということをおわび申し上げながら答弁したい

と思います。 

 そして、現在当町では、町内に在住する保育園児や幼稚園児を

持つ子育て世帯への第３子以降の支援策として、保育料等の負担

軽減を実施しています。 
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 具体的に申し上げますと、保育園児を持つ世帯に対しまして

は、兄弟が２人以上入所した場合、２人目は半分、２分の１、３

人目以降の保育料を無料としております。さらに、子供が３人以

上いる世帯で、第３子以降の子供が保育所に入所している場合に

つきましても、年齢及び所得階層区分に応じ、保育料の軽減措置

を行っております。 

 また、幼稚園についても、設置者が課税区分や子供の人数に応

じて保育料を減免した場合、その設置者に対し、私立幼稚園就園

奨励費補助金を交付しているほか、同様の区分で第３子以降のみ

を対象とした町単独のすくすく子育て支援費補助金制度もあり、

安心して子育てできるよう経済的な負担の軽減を図っておりま

す。 

 今後も引き続き、総合的な定住施策の一環として、子育て対策

についても検討していく必要があると考えております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長 

 

 ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 町長からは、今現在町で取り組んでいる子育て支援策について

は説明がありましたけれども、これについては実際に町内にいる

保育園児、そういう子育て世帯が恩恵を受けているのは理解して

いると思います。 

 ただ、私はなぜこの提案をするのかといいますと、町内、この

学区内、それから全町的に２人が３人、１人が２人、こういうふ

うに子供が産まれることによって、その地域の人口がふえるだけ

ではなくて、いろんな保育所とか、幼稚園、そういうものの運営

にも大きく貢献するわけですよ。今、子供だけではなくて、こう

いう園児が減ってきている状況にありますから、そういう意味で

は私もうちの町内会の保育園の経営の状況をたまに聞きますけ

れども、やはり一番収入が安定するのが未満児だと。そのために

は、今私が言っているような施策を行政として進めてくれれば、

保育園経営も安定するし、そしてまた子供がふえて人口もふえる

ということが可能になってくるわけですから、私は本当に町長が

今期限りで退任ということを考えれば、ぜひこれは申し送って、

成果を上げるような形で対策を講ずるように希望したいと思い
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ます。町長、その辺こうひとつ、最後。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 冒頭でも申し上げましたけれども、平野議員にはいつでした

か、全く同じ提言をされて、私もそうしたいものだなと感じてお

りました。 

 少し話はそれて、時間を費やすのが申しわけないんですけれど

も、次はきのうある中学校へ行きました。そして、またその前の

土曜日にはある中学校に行きました。その中で、やはり生徒の保

護者の名前を卒業生の資料の中に載せている学校、載せていない

学校があって、実は私は載せてくれれば、あそこの子供が今卒業

するのか、あるいは将来町内に残ってこうしてくれるんだなとい

う、我々年をとった世代から見れば参考になる資料だなと思って

おりましたけれども、個人情報云々ということで名前を載せてい

ない学校もあるもので、少し残念だなという気がしておりまし

た。そういう部分で、やはり自分の出身集落おのおの参加された

父兄さん方、あるいは来賓の方々も、あそこの子供があったのか、

あそこの子供が今高校に入るのかというような参考資料として

大変ありがたい部分があります。 

 そういう部分も含めて、やはり中学校卒業だけではなく、小学

校に入学、あるいは保育園に入学するというような情報等がもら

えれば大変ありがたいし、そういう子供がふえることを切に願っ

ておりまして、そういう部分で平野議員とともどもそういう制度

をつくっていければよかったんですけれども、私の不行き届きに

よりまして退任しなければならないということで、もしできる範

囲ではありますけれども、担当課長方にはそういう制度をつくる

ように申し送りはしたいと思いますので、ご理解いただきたいと

思います。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 よろしくお願いしたいと思います。 

 それでは、第３点目であります。 
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 町の予算についてでありますが、当初予算の概略については先

般説明を受けましたが、その中で、青森県では三村申吾知事が３

本の柱をキーワードとして予算を編成したということで新聞等

に出ておりました。 

 当町にあっては、もう既に示されてあるわけですから、基本的

なキーワードというのはこうこうこういうふうなものを今年度

は売りにしますよというのがあればお聞かせいただきたいと思

います。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 平成２６年度当初予算の戦略キーワードというものは定めて

おりませんが、重点施策として捉えている施策は３つあります。 

 提案理由でも申し上げましたように、１つには町活性化対策、

２つには子育て対策、３つには防災・減災対策であります。 

 まず１つ目、町活性化対策についてですが、町に人を呼び込み、

そこに住む人や地域の活力を高めることで、町の持続的な発展が

図られていくものと考えています。そのため、甲洋・下田の両小

学校区に対する定住促進対策事業の実施、商工会プレミアム商品

券発行事業の継続、本町地区の軽トラ市開催に対する支援事業、

農業や漁業の担い手に対する支援事業、コールセンターオペレー

ター人材育成事業などの産業振興や、土地利用関連計画の見直し

を図るための土地利用事前調査委託事業を実施してまいります。 

 ２つ目、子育て対策についてですが、町の将来を担う子供たち

が健やかに育つ環境づくり、子育てを安心してできる町にするた

め、中学生までの医療費の無料化や保育料の上限設定など、子育

ての負担軽減を継続していくとともに、教育分野では、甲洋小学

校屋根外壁改修事業や小中学校施設の非構造部材耐震化事業、非

常用発電機整備事業など、児童生徒の安全を確保するための事業

を実施してまいります。 

 ３つ目、防災・減災対策についてですが、安全・安心な社会の

実現は、町の基本的な役割であり、大きな使命の一つでもありま

す。そのため、おいらせ消防署の分遣所整備や百石道路への避難

階段の設置、また大地震等でため池が決壊した際の被害を最小限
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に食いとめるよう、ため池の一斉点検などを実施してまいりま

す。 

 なお、町民の要望に応え、多くの課題を解決していくためには、

健全な財政の堅持が必要であります。このため、平成２８年度か

ら始まります合併算定替えの段階的な縮小及び廃止を見据え、平

成２６年度を財政健全化のスタートの年と位置づけ、可能な限り

歳出を切り詰めた上で、総花的ではなく、選択と集中に意を用い

るよう予算編成をしたところであります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 今、町の活性化、子育て、それから防災・減災対策ということ

で、後でまた当初予算の審議のときに確認をさせていただきます

ので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、２点目の後期基本契約の施策事業の予算措置につい

て、新年度に組まれたものがどういうものか。 

 それから、前期の繰り越しがたしか残された事業がありました

けれども、それについては、担当課長は残りの５年間の中で消化

すればいいんだというふうな答弁でしたけれども、これらの予算

の計上についてお聞かせいただきたいと思います。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 議員ご承知のとおり、４月１日から後期基本計画に基づいたま

ちづくりがスタートします。後期基本計画はまちづくりの７つの

基本方針、４７の施策、１５４の主な取り組み事業で構成されて

おります。 

 平成２６年度当初予算は、この後期基本計画に基づいて編成し

ており、１５４の主な取り組み事業は予算化するなどし、いずれ

かの方法で全て実施されることになっております。 

 その主なものを７つの基本方針に沿って申し上げますと、基本

方針１「住民と議会・行政がともに考え、行動するまち」では、

町内会や住民自治組織に対する助成事業や、地域の課題を大学な



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－２２－ 

どと連携して調査・研究する域学連携まちづくり調査事業などを

計上しております 

 基本方針２「自然と利便性が調和するまち」では、土地利用関

連計画の見直しを図るための土地利用事前調査委託事業などを

計上しております。 

 基本方針３「心豊かな人育てと伝統・文化が香るまち」では、

甲洋小学校屋根外壁等改修事業、小中学校施設非構造部材耐震化

事業や阿光坊古墳群保存整備事業などを計上しております。 

 基本方針４「快適で安心して暮らすことができるまち」では、

おいらせ消防署の分遣所建設事業、百石道路への避難階段整備事

業や甲洋・下田両小学校区に対する定住促進対策事業などを計上

しております。 

 基本方針５「みんなが互いに助け合うまち」では、保育所運営

費、児童手当等支給事業や健康診査事業、また消費税率引き上げ

に伴い国の補正により措置された子育て世帯臨時特例給付事業

や臨時福祉給付事業などを計上しております。 

 基本方針６「活力を創出し住み続けることができるまち」では、

商工会プレミアム商品券発行補助事業、本町地区の軽トラ市実施

に対する補助事業や農業、漁業の担い手育成に対する支援事業、

コールセンターオペレーター人材育成事業などを計上しており

ます。 

 基本方針７「住民主体の「まちづくり」を支える基盤づくり」

では、公共施設の適正配置計画策定事業、本庁舎太陽光発電設備

設置等事業や職員研修事業などを計上しております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 これからその内容については、１５４の取り組み、そういう部

分は示されて活字になって出てくると思いますけれども、私は、

この取り組みの項目を取りまとめする前の各種団体のヒアリン

グをされているわけですけれども、いろんな形で要望、それから

こういうものはぜひ取り組んでほしいというふうな各種団体か

ら聞き取りしたと思いますけれども、私も資料をもらいました

が、それらがどういう形で反映されるのか、ちょっと当初予算を
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見ても、その辺がどれかなという疑問を持つわけで、これまでず

っと各種団体のヒアリングをして、こういう項目がいっぱいあっ

たと思うんですけれども、それらについては、今年度はまず対応、

次の年度からという対応になるのか。その辺をお聞かせいただき

たいと思います。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向仁生君） 

 議員がおっしゃるとおり、各団体から意見の聞き取りをいたし

ました。その結果、要望が相当数に上りました。ただ、それはす

べからくできるものではなくて、できないものも当然あったかと

思っております。 

 それで、できるものは当然我々内部でワーキング、各課におい

ての代表者のもとに、そのできるできないの分別をしながら、さ

らには策定委員会でそれを決定したきたところでありますけれ

ども、新年度の予算に対して、それがすぐ生かされているかどう

かというのは私もちょっと承知しておりません。ただ、それにつ

いて、できるものは当然登載しておりますし、１５４という施策

の中で、それをさらにまた実施計画という具体的な事業の中で進

めていくということでご理解いただきたいなと思っております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 １５４というのは、もう具体的にその項目が出ているわけです

けれども、私は、その各団体のヒアリングをして出てきて、相当

数の要望、そういうのがあった。そのできるものをということで

判断するというのは、どこで判断するのか。私はこれを見れば、

受けるほうが、これはできる、これはできないという形で判断す

るのか、それとも、この部分については再度団体から資料提供し

てもらうとか、こういう方法もありますよとか、実現する手段と

してこういう方法があるとかというものを聞き取りしたのかど

うか。１回聞いて、それを取りまとめして、今のようなこういう

形で１５４の取り組み事業を決定したのか。私は、相当挙がって

ある中で、こういうアイデアがあれば可能性があるというもの
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も、ぜひ補足して聞くべきだったのではないかと思うんですが、

その辺、その１回だけで終わっているようですが、対応の仕方を

お聞かせいただきたいと思います。 

 

 佐々木議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向仁生君） 

 議員がおっしゃるとおり、聞き取りは１回だけで済ませており

ます。ただ、その後、先ほど言いましたように、内部の調整とい

うことで、各担当課にそれぞれ照会をしながら、各担当課でこの

事案についてはどうなのかと、この意見についてはどうなのかと

いうようなことを十分話し合い、精査した上で、さらにそれをワ

ーキングのほうに上げてきて、策定委員会という段取りを踏んで

おりますので、担当課の事情、法的なものもあるでしょうし、ま

た経済的なものもあるでしょうしという事情を踏まえて、やれる

ものはやれる、やれないものはやれないということで先ほど話し

たつもりであります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 担当課に回して、それなりに担当課で取りまとめをという形を

されたかというのも、各団体にはこういう形で要望が出たけれど

も、今年度、それから将来的にわたってここは不可能ですとか、

これは何年かたったら再度検討しますとか、情勢が変わればこう

ですという形でのヒアリングした団体に対するそういうものの

提示というのがなかったような気がしますけれども、やっぱり今

もうこういう形でまとまっているのであれば、少なくてもせっか

く役場で呼んでヒアリングしているわけですから、その回答とい

うのはちゃんとすべきだと私は思いますが、いかがですか。 

 

 佐々木議長  企画財政課長。 

 

答弁 企画財政課長 

（小向仁生君） 

 確かに議員おっしゃるとおりだったかなと、今反省をしており

ます。ただ、そういう機会を、場をさらに再度また設けるのかど

うかというのは、またちょっと内部で話し合いたいと思います
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し、先ほど申しました１５４という事業の中に、さらに３年で見

直しを図っていく実施計画と、そこに具体的な事業が盛られてい

くわけですから、それが予算に反映されていきますので、その辺

のところ、また再度しっかりと見つめ直してみたいなと思ってお

ります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 あと細かいところについてはまた議案審議の中で、当初予算の

中で議論させていただきます。 

 私の質問はこれで終わります。 

 

 佐々木議長  これで１席、３番、平野敏彦議員の一般質問を終わります。 

 １１時１５分まで休憩いたします。 

  （休憩 午前１１時０３分） 

 佐々木議長  休憩を取り消し、一般質問を行います。 

  （再開 午前１１時１５分） 

 佐々木議長  ２席、４番、 山 忠議員の一般質問を許します。４番、 山 

忠議員。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 ４番、 山です。 

 議長のお許しを得て、一問一答方式で質問をいたしてまいりた

いと思います。 

 さて、きょうは３年前の３．１１東日本大震災の日、その日に

一般質問をすることになりました。その３.１１を決して忘れる

ものではありません。まだまだ復旧・復興に大勢の皆さんが取り

組んでおられます。心から早い復旧・復興を願うものであります。 

 さて、おいらせ町においては、１カ月前の２月１５日から１６

日にかけての大雪とその後の寒波に町民皆さんは大変な思いを

し、災害に強いまちづくりの重要性を再認識したことと思いま

す。そこで、町民皆さんの安心・安全を守る対策がどのようにな

っているのかを教えていただきたく質問をいたすものでありま

す。 

 私にとっては、成田町長の答弁を聞くのはこれが最後になるこ
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とと思います。しっかりと答弁を拝聴し、これからは町長の信条

である町民目線を私の議会活動の信条とし、是々非々で質問をし

てまいりたく思います。真摯なるご答弁よろしくお願いいたしま

す。 

 さて、質問事項ですが、１として、除雪についてであります。 

 質問の要旨（１）ですが、２月１５日から１６日にかけての大

雪を問うものであります。 

 アとして、町の把握している降雪量は何センチメートルでした

でしょうか。また、それに対しての初動体制が適切であったと考

えますか。教えていただけますか。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 ２席、４番、 山 忠議員のご質問にお答えします。 

 まず、降雪量でありますが、県で設置している木ノ下観測所の

気象観測データによりますと、２月１５日から１６日にかけての

降雪量は５６センチメートルでありました。 

 次に、初動体制でありますが、１５日の深夜から翌日の日中に

かけて大雪の予報であったため、１５日の夕方に除雪作業の委託

業者全１８社に対し、深夜０時からの出動を指示しました。深夜

０時の時点では、約２０センチメートルほどの積雪でありました

が、その後、除雪作業中も降り続いたため、各業者とも担当区域

の最初に作業した路線を再び作業を行う結果となりました。 

 また、雪質が大変重かったこと、さらには路上駐車や道路への

雪出し等のため、作業に大変手間がかかり、作業は深夜０時から

夕方まで続き、十数時間の長時間に及びました。業者によっては、

一度の作業では不十分であったため、翌日もまた深夜から日中ま

での作業を行ったところもあります。 

 通常、２０センチメートル程度の降雪ですと、おおむね各業者

とも六、七時間程度で各担当区域の作業を終えることができま

す。今回の大雪では倍以上の時間を要する結果となり、多くの皆

様にご不便をおかけしてしまったと思っておりますが、現在の除

雪体制ででき得る範囲において最大限の対応であったと考えて

おります。 

 以上で答弁を終わります。 
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 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 降雪量は５６センチメートルということでありますが、幸い農

水産業の被害は軽微なようで、本当に安心をいたしましたが、マ

スコミでは、八戸が６１センチメートル、十和田では８７センチ

メートル、三戸では８３センチメートルの報道があり、交通は終

始乱れ、停電もあったようですが、当おいらせ町もつい最近まで

除雪がままならない状態であり、交通に支障を来しておりまし

た。 

 ところで、町の業者は１５日の午後には出動態勢にあり、雪質

のことから早期の対応を電話で問い合わせをして聞いたと聞く

が、なぜ早い出動がなされなかったのかを教えていただけますで

しょうか。 

 

 佐々木議長 

 

 地域整備課長。 

答弁 地域整備課長 

（倉舘広美君） 

 お答えします。 

 １５日土曜日ですけれども、午後に数社から「大雪の予報であ

るが、何時に出動すればいいですか」という問い合わせがありま

した。その時点では２センチメートルでした。そして、雪がやん

でおりました。実際に降り始めたのは、夜の８時ぐらいからまた

降り始めましたけれども、その時点ではまだ除雪するような雪の

量ではありませんでしたので、「もう少々お待ちください」と、

「１７時になったらお電話差し上げます」と、「それまで待って

いてください」という回答をしました。そして、その後気象予報

をもとに「深夜０時に出動してください」という電話を１７時に

各業者にしたところであります。 

 以上でございます。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 １７時に返事をするということで、実際に除雪の作業の指示が

出たのが１２時ということになりますが、その１２時ごろの積雪

はどれぐらいだったのでしょうか。 
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 佐々木議長 

 

 地域整備課長。 

答弁 地域整備課長 

（倉舘広美君） 

 先ほどの町長答弁にもありましたけれども、０時時点では約２

０センチメートルほどでした。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 ２０センチメートルですね。わかりました。 

 総力を出して除雪に立ち向かったということは、私も認めるも

のでありますが、ただ予算的なものが、１５日時点での除雪予算

の残額が幾らだったんでしょうか。 

 また、今年度は出動回数は少なく、十分な予算があったのでは

ないかなとも感じられるし、その後に補正措置もなされていたと

思うんですが、予算的なそれについては対応が十分であったと感

じているのか。それを教えていただきたい。 

   

 佐々木議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（倉舘広美君） 

 ２月１５日の時点で予算がまだ余っていたのではないでしょ

うかというご質問ですが、実はその時点ではというか、１週間前、

２月８日、９日にかけて２３センチメートルの降雪がありました

が、その際の除雪でもって当初予算不足となりました。それで、

２月１０日付で除雪経費の増額補正予算を専決処分したところ

であります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  副町長。 

 

答弁 副町長 

（西館芳信君） 

 除雪の予算につきましては、当初３，０００万円ということで、

あと１，５００万円でも２，０００万円でも追加するということ

も１月の時点からもう話しして、そこは徹底しております。何分

選挙のある年ですから、その辺はもう態勢をちゃんととって臨ん

でおりました。どうぞご理解ください。 
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 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 当初予算が３，０００万円とってあったと。昨年も補正をして

４，０００万円ぐらいまでになっていたなと思うんですけれど

も、２０センチメートルの雪で、１回出動して３，０００万円ぐ

らい使うんだというんであれば、これはもう最初からある面では

少し多めの予算をとったほうが安心するのではないかなという

面もありますので、そこら辺はまた考えていただきたいなと思い

ます。 

 今度は、イの質問になりますけれども、町長は除雪対策本部の

設置の有無をどのように考えていましたか。また、本部設置の基

準はあるのでしょうか。教えていただけますか。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 除雪対策本部の設置についてですが、災害対策本部の設置な

ど、職員の配備基準については、町地域防災計画において定めて

いるところであります。 

 その配備基準では、大雪に関しては、大雪警報が発表され危険

な状態が予想されるときに、まちづくり防災課による気象情報の

収集と、除雪担当課である地域整備課による応急対策を行う２号

配備に該当します。 

 一方で、雪害を含む各種災害に対処する災害対策本部は、全庁

的な対応が必要な場合に設置し、全職員を招集して災害応急対策

に当たるものですが、今回の大雪に対しては重機による除雪が最

も効率的であると判断したため、災害対策本部を設置せず、担当

課の地域整備課に対して、除雪受託業者と連携し全力を挙げて対

処するよう指示したものであります。 

 もちろん、全庁的な対応が必要と判断した場合は災害対策本部

を設置し、消防団や町内会、自主防災組織との協力または連携し

ながら対処したいと考えております。 

 以上です。 
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 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 計画は合っているということなので、ただ、具体的なところが

ちょっと見えないような気がします。それは、なぜかというと、

雪の場合だと、１０センチメートルになれば除雪車が出るんだと

いう話はよく聞きますけれども、それでは今のように５０センチ

メートル以上になったらどういうふうにやるんだという、それら

雪の深さによって、ある面では決めておいた上でいろいろなそれ

に合った対策を設けていったほうが私はいいのではないかなと

思うわけであります。 

 ところで、先ほど町長の答弁で、いろいろそれは網羅されてい

るという話がありましたけれども、私が防災計画の中のそれを見

ると、雪害対策はあまり詳しく載っていないような気がするんで

すよね。それらをできればしっかりとした、やっぱり雪も災害だ

し、またあと前にも話ししたんですが、雷も災害だということで、

いろんな災害についての対策をしっかりとやっていただければ

と思うわけであります。 

 それで、まちづくり防災課は、雪害対策とどのようにかかわっ

ていましたか。教えていただけますか。 

 

 佐々木議長  まちづくり防災課長。 

 

答弁 まちづくり防災課

長 

（中野重男君） 

 それでは、お答えいたします。 

 まず、１点目の雪害対策が防災計画の中にという点でございま

すけれども、おいらせ町の地域防災計画の風水害編の第５章第１

節に雪害対策について記載されているところでございますけれ

ども、議員がおっしゃるとおり、ここには具体的な部分は省略さ

せていただいた形で、基本的な対策という明記の仕方をさせてい

るところでございます。 

 それから、防災対策はどういうような対応ということのご質問

でございますが、防災課の役割としては、気象情報の収集、それ

から被害状況の把握を行った上で、全庁的な対策が必要な場合は

対策本部を設置することとして町長に申し上げ、そしてその対処

の仕方について私どもから町長に進言をさせていただいて、必要

であれば、消防団や自衛隊の出動要請などをお願いすると。ある
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いは、情報収集して、さらに全体のコントロール、いわゆる全庁

的な連絡・調整は防災課が担当するということの立ち位置でござ

いますので、その辺をご理解いただければと思います。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 言っていることがすばらしいと思うし、そこら辺をしっかり

と。私らが見ていると、どちらがどちらに主導権があってという

形がまま見られるので、やはり防災に関しては防災課が主なんだ

と、その中でいろいろ各課を動かしながら全体に当たるんだとい

うことをしっかりとやっていただきたいと、そういうふうに望む

ものであります。 

 ところで、話はちょっと変わりますが、町長は、除雪について

は、農家のトラクター利用を再三話されていましたが、農家と協

定を結び、そのアイデアを大雪に活用する考えはございませんで

しょうか。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 前にそういう提案をしましたけれども、本任期中に実現できな

かったこと、大変残念に思っておりますし、やはり今、建設業者

の方々が重機を保有するという部分が大変減っているというこ

とで、やはり農家の方々であれば、そういう農業用のトラクター、

そしてまたローダーがついたものを実際保有しているわけです

から、これはやはりこういう事態に対しましても、あるいはまた

歩道等の除雪に対しましても活用すべきであったなという気が

しておりますし、指示は出したんですけれども、なかなか法的規

制があったという難しい、クリアしなければならないところがあ

ったんですけれども、私のアイデアが出たら、その後よそのほう

ではもう実際稼働している地域もあったわけですから、うちのほ

うではその法的クリアの仕方を少し知らなかったのか、ちょっと

難しく考えてしまったのかなというところが残念ですけれども、

これからもやはりそういう部分では、農家の方々と協力していく

ことは考えていくべきだと思っております。自分ではそう考えて

おりますけれども、この先のことは申し上げるわけにはいきませ
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んので、この辺で許していただきたいと思います。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 せっかくのアイデアですし、話を聞くと、業者は重機がだんだ

んなくなっていっているんだということであれば、こういう大雪

のときは雪害ということで、特別に協定を結んでやってもらうと

いうのが一番手っ取り早い考えかなと思います。地域整備課の課

長も何か答弁をしたいみたいなので、それを聞きたいと思いま

す。 

 

 佐々木議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（倉舘広美君） 

 お答えします。 

 農業用トラクターによる除雪についてですけれども、所管の三

沢警察署及び八戸陸運局と何回か協議しました。それで、その回

答でありますけれども、車検証に道路維持作業用自動車であると

いうことが明記された車両であれば公道を除雪することはでき

ますが、農業用トラクターについては、分類上小型特殊自動車で

あって、車検証自体が交付されない車両であるため、三沢警察署

としては許可することはできませんという再三そういう回答を

いただいておりまして、断念したところであります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 わかりましたけれども、私はもう少し突っ込めるのではないか

なと思っています。町内の中の共有地であったりとか、そういう

ところ、みんなで協力してやらなければならないところをやって

もらうというというようなことであれば、別に道路だけが除雪の

対象ではないと思うので、もう少し突っ込んでやっていただきた

いと、そういうふうに思います。 

 ところで、ウとして、大雪後の苦情件数は何件ありましたか。

またその内容と対応はどのようになっていましたか。 
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 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 それでは、お答えします。 

 まず、今回の大雪に伴う除雪対応への苦情ですが、２月１６日

から２３日にかけて、３５３件の苦情が寄せられました。 

 内容としては、「除雪してほしい」、「除雪が遅い」というもの

が３０３件で８６％、「家の前に雪を盛り上げていった」という

ものが２４件で７％、「除雪の仕方が悪い」というものが７件で

２％、「そのほか」が１９件で５％あります。 

 苦情への対応ですが、苦情をいただいた路線や箇所は、職員が

パトロールをして現地状況を把握後に、可能な範囲で業者に作業

の指示を出しております。しかしながら、苦情件数が多く、即時

の対応ができない状況でありました。 

 以上で答弁といたします。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 苦情が三百何件ということなんですが、この苦情はどうなんで

すか。過去記録はしていないかもわかりませんけれども、大変多

い数字なんでしょうか。 

 ところで、北部の町内会より雪捨て場の問題で相談があったと

思うんですが、その回答は、捨て場は町内会で確保しなさいと言

われたということなんですが、なかなか捨て場を見つけられない

ような密集した町内の中では、捨て場を見つけるのはなかなか難

しいと思うんですが、その推移はわかったら教えていただけます

か。 

 

 佐々木議長  地域整備課長。 

 

答弁 地域整備課長 

（倉舘広美君） 

 お答えします。 

 １日に３５３件という苦情は過去最高であったと思います。ど

んなに多くてもせいぜい２００件ぐらいですので、普段の倍以上

だったと記録に残っております。 

 あと、北部地区についての捨て場の件ですけれども、ご存じの

ように行きどまりの道路というのが結構ありまして、その行きど
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まった先に住宅があると。雪を押していっても置く場所がないと

いうことで、非常にうちのほうとしても苦慮していましたけれど

も、町で場所を探してその方にお願いしにいきますと、お金の話

になるんですよ、正直な話。「利用料幾らですか」、「税金はどう

なるんですか」というようなお話になって、あくまでも町内会の

方々で困っているから、その中で相談して決めていただければ一

番いいのかなということで、町内会にお願いしております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 一番苦情が多い、過去において最高の件数だということですか

ら、それだけ大変な大雪だったんだろうと、そういうふうに思い

ます。 

 また、捨て場の関係で、確かに捨てさせるということになると、

お金が絡むことが出てくるかもしれません。だけれども、これも

ある程度は金がかかるかからない関係なく確保するところは確

保しておかないと、いざというときには困るのではないかなと、

そういうふうに思うので、やっぱり前々からそういうところが、

ポイントができていると思うので、そのポイントのところは、こ

こにお願いしてやってもらおうとか、置かせてもらおうとか、そ

ういうものを町内会とも相談して決めておかれたらよろしいの

ではないかなと、そういうふうに思います。 

 さて、エとなりますが、２月２３日時点での苦情の解決状況は

どのようになっていましたか。日曜日の日です。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 ２月１６日以降、多くの苦情が寄せられました。 

 わだちについては、２３日の時点でほぼ解消されておりまし

た。また、圧雪が溶け出してシャーベット状になり、運転に支障

のある路線は職員と業者がパトロールをして順次作業を進めま

した。 

 ほかに、「雪捨て場にした畑の整正をしてほしい」という要望
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が１件残っておりますが、雪解けの時期を待って作業をする旨を

伝えており、当方で把握している限りにおいて、苦情は対応済み

であると思っております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 解消済みというふうな感じに受けましたが、ただ私らが見た感

じでは、肝心なところに除雪車が２３日、特に見えなかったとい

うことなので、オとして挙げていますけれども、ではどこで何台

その除雪車がそのあたりに稼働していたんだということ、わかっ

たら教えていただきたいなと思います。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 旧下田町の北部地区が５台、旧下田町の南部地区が３台、旧百

石町の北部地区が３台、旧百石町の南部地区が３台、合計１４台

が稼働しました。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 この１４台は、町が委託できる範囲の中で最高の台数と考えて

よろしいのでしょうか。なぜこういう質問をしたかというと、ち

ょうど２３日が選挙の日でした。町長選でした。この投票率が大

変悪かったということで、これはやはり雪による影響が大変多い

のではないかなと思うし、まだまだ除雪がしっかりなっていない

ために投票をする方が二の足を踏んだのではないかなと。そうい

うふうに思うことから、私はしっかりと除雪をやっていただきた

いということでしているものであります。 

 それはそれとして、カとして、現在各学区の歩道の除雪を各学

区のボランティアで行っているが、大雪での作業は困難な状況に

ありました。これに報いる考えはありませんでしょうか。 
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 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 歩道除雪については、地域と行政が役割を分担し、協働で実施

していくという考えのもと、町内会等の団体と町が委託契約を結

び進めております。 

 今年度は各団体からの要望により契約内容を一部見直しして

おり、降雪時期前に待機料として昨年度は除雪機械１台につき２

万円をお支払いしていましたが、今年度から町内会保有の機械に

ついて、点検料の経費を含めて１台３万円に増額しました。作業

料につきましても、昨年度は１台１時間当たり８００円だったも

のを、今年度は１，０００円に増額しております。また、燃料費

は従前から全額町の負担としており、昨年度は農協のガソリンス

タンドでの給油に限定しておりましたが、今年度は農協以外でも

町内のガソリンスタンドであれば給油が可能となるよう範囲を

拡大したところであります。 

 今回の大雪での作業では、大変なご苦労をおかけしましたこと

は町としても認識しており、今後も地域とのパートナーシップに

よる除雪体制を推進していくために、皆様からのご要望を可能な

限り取り入れて、作業しやすい環境づくりに努めていきたいと考

えております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 ぜひ、お互い相談して考えていただきたいと思います。という

のは、１０センチメートルでの出動になるわけですね、通常は。

それが、５０センチメートル降っても、同じそれで出動になって

いくわけですね。そうすると、やっぱり労力から何から含めても

相当な苦労を皆さんなさっているはずです。そこら辺を踏まえて

よく相談して、いい方向に考えていただきたいと、そういうふう

に考えます。 

 以上で、除雪についてはこの部分で終わりたいと思います。 

 さて次に、質問事項の２の社会福祉協議会について質問いたし

ます。 
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 質問の要旨（１）の社会福祉事業の助成金を問うものでありま

す。 

 アとして、町協議会では助成金を各町内会に委託し、集金して

いるが、今年度の集金額と、また昨年度対比の増減額を把握して

いるのであれば教えていただきたい。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 町社会福祉協議会では、社協一般会費と赤い羽根共同募金の２

事業の集金を各町内会にお願いしているとのことであります。 

 平成２５年度の社協一般会費の納入額は、本年２月２６日現在

４４７万１，０００円で、前年度と比較し１２４万９，６００円

の減とのことであります。 

 また、赤い羽根共同募金については、２７５万８，０２７円で、

前年度と比較し２万９，８７５円少なくなっているとの報告を受

けております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 その助成金の補助先を、どうでしょうか、把握していますか。

できたら、それを教えていただきたいんですが。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 町社会福祉協議会では、赤い羽根共同募金の一部を地域の福祉

活動資金として県共同募金会から配分を受け、町老人クラブ連合

会外３０団体に助成を行っているとのことであります。 

 また、平成２５年度の配分金減少分を一般社費で補っておりま

す。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ４番。 
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質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 助成補助金が、うち老人クラブを含めて３０団体にということ

ですが、ところが、先ほどの説明の中にもちょっとありましたけ

れども、町の老人クラブ連合会の補助額が減額されました。他の

団体においても同様に減額されているんだろうなと、そういうふ

うに思いますが、そこら辺は、連合のほうについては私はわかり

ますけれども、他の団体、一、二例、どれぐらい減額されている

か。お話、わかれば教えていただければ。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 それでは、お答えします。 

 町社会福祉協議会では、共同募金の配分金減少により、平成２

６年度から町老人クラブ連合会外３０団体の助成金を一律５，０

００円減額予定とのことであります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 一律５，０００円の減額ですね。それは老人クラブ単位の、老

人クラブで５，０００円だろうと思います。他の赤十字奉仕団と

か、そういうところはまたそれなりの５，０００円になると思い

ますけれども。 

 老人クラブへの町補助額については、現状維持の配慮をいただ

いております。ありがたいことです。ただ、福祉協議会からの補

助額が２６年度が５，０００円減るというんですが、年々減額さ

れると各町内会の単位老人クラブの活動がどんどん悪くなって

いくと思われます。また、その他の奉仕団体でも同様に減額と聞

きます。 

 また、気になるのが、防災ボランティア団体の立ち上げであり

ます。福祉協議会では年内にその防災ボランティアの団体を立ち

上げたいということで進めているようでありますが、それらも恐

らく財源は補助金であろうと思うのですが、そのように思いませ

んか。把握していませんか。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。介護福祉課長。 
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答弁 介護福祉課長 

（松林泰之君） 

 お答えいたします。 

 社協で防災ボランティアの立ち上げ云々というのは、私も耳に

はしております。ただ、この財源となるものについては、まだ聞

いておりませんけれども、いずれにしても共同募金会からの配分

金を事業資金として一部充当した形で事業運営されるのではと

いうことで私は考えております。 

 以上であります。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 それでは、エとして、助成額が年々減額しているが、その対策

をどのようにしようとしているのか把握していますか。または、

指導する考えはありませんか。 

 

 佐々木議長  答弁を求めます。町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 町老人クラブ連合会を初めとする各団体への助成金は、平成１

８年度から今年度まで同額であります。さきにも答弁したよう

に、平成２６年度からは配分金の減少により、一律減額予定との

ことであります。これは、原資となる共同募金への寄附金が少な

くなっていることが要因であります。 

 今後、社協においては、一般会費及び共同募金が自分たちの町

をよくするための活動資金になることを広く町民の皆様にご理

解をしていただき、町民への福祉サービスの低下につながらない

よう、より一層の努力を期待するものであります。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 ぜひ、いろんな面で説明をする機会を設けてあげて、あげてと

いうのははおかしいんですけれども、機会を設けてあげてほしい

と思います。 

 この集金の関係なんですが、町民の中には、集金がないことを
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心配し、福祉協議会に直接持ってきてくださった方も数名あった

ようであります。このことからも、先ほど町長が話ししておられ

ましたけれども、できるだけ多くの人に理解してもらえるよう

に、いろいろな問題はあろうと思いますけれども、理解してもら

えるように、その資金がみんな回り回って福祉の活動に使われる

んだということを話していただきたいと、そういうふうに思って

いました。 

 それで、オですが、減額問題は使途不明金問題とその責任問題

から端を発していると思うが、その原因はさきにもう町長が幾ら

少なくなったということを話してくださったので、それはいいと

して、その少なくなった原因をちょっと聞きたいと思いますけれ

ども、約１２５万円ぐらい少なくなっていると。その少なくなっ

ている内訳を、できたら、どういう状態で少なくなっているのか

ということを、わかっていたら教えていただけますか。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 私からお答えして、追加の部分の質問に対しましては担当課長

から説明させますので、よろしくお願いします。 

 まず、各団体の助成金は共同募金からの配分金を助成してお

り、使途不明金問題が直接の原因ではないものと思っておりま

す。 

 今年度の社協一般会費については、さきにも答弁したように、

前年度より約１２５万円減っておりますので、使途不明金問題が

影響しているものと考えております。 

 以上ですけれども、先ほど言いましたように、明細につきまし

ては担当課長のほうが詳しいと思いますので、答弁させます。 

 

 佐々木議長  介護福祉課長。 

 

答弁 介護福祉課長 

（松林泰之君） 

 それでは、お答えいたします。 

 ２月２６日現在の納入状況でありますが、納入世帯ゼロの町内

会は１町内会あります。それから、１世帯のみしか納入していな

い町内会については３町内会、それから数的に３０以上の世帯が

納入していない、これは８町内会ということになっております。 
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 あと、昨年度と同額のところにつきましては７町内会、それか

ら昨年度より増、多いところは４町内会ということになっており

ます。 

 以上であります。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 それぞれの理由があって、こういう結果が出ていると思います

が、先ほどから言っていますように、どうかその助成金が使われ

る先が定まっているから理解してもらえるようにぜひやってい

ただきたいと、そういうふうに考えています。 

 それで、もう最後の質問となりますけれども、カとして、町民

が社会福祉事業に対し、信頼を失いつつある今こそ、町社協の会

長においでいただき、再度経過と今後の対策と責任のあり方を聞

く考えはございませんでしょうか。 

 

 佐々木議長  町長。 

 

答弁 町長 

（成田 隆君） 

 お答えします。 

 昨年の９月５日に使途不明金問題について、議員の皆様に進展

状況や今後の対応策等について説明が行われたところでありま

すが、今現在においても不明金の解決めどがついていないとのこ

とであります。 

 今後も双方の委任弁護士による話し合い交渉が継続的に進め

られ、一定のめどが立ち、公表や説明ができる状況となった場合

は報告されるものと思いますので、その推移を見守りたいと考え

ております。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ４番。 

 

質疑 ４番 

（ 山 忠君） 

 さっきから言うように、はっきりするものがはっきりしない

と、なかなか皆さん納得いかないという面がありますので、やは

り早く解決するところは解決してもらうということを町からも

指導するなり、聞くなりで、それを続けていただきたいと。そし
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て、いっときも早く社協の信頼が回復することを願って、私の質

問は終わりたいと思います。 

 いつもながらの真摯なるご答弁ありがとうございました。 

 

 佐々木議長  以上で２席、４番、 山 忠議員の一般質問を終わります。 

 １時３０分まで、お昼のため休憩いたします。 

  （休憩 午後 ０時０２分） 

 佐々木議長  休憩を取り消し、引き続き会議を開きます。 

  （再開 午後 １時３０分） 

 佐々木議長  日程第２、報告第１号、専決処分の承認を求めることについて

を議題といたします。 

 本件は、平成２５年度おいらせ町一般会計補正予算（第６号）

について承認を求める件であります。 

 当局の説明を求めます。 

 企画財政課長。 

 

当局の説明 企画財政課長 

（小向仁生君） 

 報告第１号につきましてご説明申し上げます。 

 議案書の１ページから４ページになります。 

 本件は、去る２月８日から９日にかけての降雪により、除雪回

数の増加が見込まれたことと今後の見込み回数から、除雪対策費

を補正する必要が生じたため、平成２６年２月１０日付をもって

専決処分したものであります。 

 その内容は、規定予算の総額に歳入歳出それぞれ４，０００万

円を追加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１０２億４，５４０

万４，０００円としたものです。 

 それでは、別冊の一般会計補正予算（第６号）に関する説明書、

平成２６年２月１０日専決の４ページをお開きください。 

 初めに、歳出についてご説明申し上げます。 

 ８款土木費２項３目除雪対策費の職員の時間外勤務手当に５

０万円、融雪剤等の購入のため消耗品費に１００万円、除雪作業

委託料に３，８５０万円を追加計上いたしました。 

 次に、３ページに戻っていただいて、歳入ですが、この財源と

して、１８款繰入金２項１目財政調整基金繰入金を追加計上して

おります。 

 以上で説明を終わります 
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 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑は、事項別明細書により行います。 

 第１表、歳入歳出予算補正のうち、歳入歳出全款についての質

疑を受けます。３から４ページです。 

 質疑ございませんか。 

 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 ３番、平野です。 

 今、専決されましたけれども、この除雪の関係についてちょっ

とお伺いしたいと思います 

 私が、今までの降雪について、この前みたいな大雪の場合は対

応できないところというのは、というのは町内ごとで見ますと、

自分たちのところは自分たちで積雪が３０センチメートルぐら

いの場合は除雪をしている通りがあるんですよ。二川目にあって

も、一川目にあっても、私が知っているところでは、ボランティ

アでやっている人もあれば、「いや、頑張っていますね」と言え

ば、「いや、私の健康のためだ」ということで、自分の前の道路

とかそういうことをやっている地区があるんですけれども、これ

らは例えば行政側で、ここはよくやっている通りだなとか、ここ

のところは全然手つかずだなとかという実態把握というのはさ

れておりますか。 

 

 佐々木議長 

 

 答弁を求めます。地域整備課長。 

答弁 地域整備課長 

（倉舘広美君） 

 お答えします。 

 職員が町内をパトロールするのが精いっぱいで、どこの路線を

誰がやっているということまでは把握しておりません。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 パトロールに行って、大体終わった後に除雪をしていると思い

ますけれども、そういうところの地区が結構私は町内にあるので

はないかと。それで、この前みたいなどか雪の場合はとても太刀
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打ちができないわけで、そういう場合はしようがないとしても、

できればこういう地区があるところは、いろんな意味で町内に行

政としてこういうふうに自主的にやっている町内がありますよ

というＰＲをする、広報とかそういうのでもぜひ宣伝してはどう

でしょうか。 

 やっぱり、今の場合ですと、何センチメートルですか、２０セ

ンチメートル以上……（「１０センチメートル」の声あり）が除

雪の基本になっていると思いますけれども、それ以下の場合です

と、ほとんど早い時間帯とかというのは、自主的に、全部積もっ

ている量ですと、道路とかそういうのもできますので、やはりい

ろんな意味で自分たちが受けるだけではなくて、自主的にこうい

う形で協力いただいている町内、こういう路線がありますという

のをこれからぜひＰＲして、いろんな意味で経費的な節減もそう

ですが、町民の意識を高めていくというような方法をとったほう

がいいと思いますが、いかがでしょう。 

 

答弁 地域整備課長 

（倉舘広美君） 

 お答えします。 

 私が普段出勤する際に、けさは除雪車出動命令をしていないは

ずなのに、ここはきれいになっているなというのはたまに見受け

ます、うちの町内ですけれども。そういう町内もあるし、たまに

自宅前の雪を道路にわざと出しているような方も多々見受けら

れますし、そういうのを一つ一つ精査しながら、議員がおっしゃ

るとおり、そういうのをＰＲして、意識を変えていただくという

ことも必要であろうかと思います。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ほかにございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、第１表についての質疑を終わります。 

 次に、給与費明細書についての質疑を受けます。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、給与費明細書についての質疑を終わります。 

 以上で、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 
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 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから報告第１号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本案は原案のとおり承認することに決しました。 

 

 佐々木議長 

 

 日程第３、諮問第１号、人権擁護委員の候補者の推薦につき意

見を求めることについてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 町長。 

 

当局の説明 町長 

（成田 隆君） 

 諮問第１号人権擁護委員の候補者の推薦につき意見を求める

ことについてご説明を申し上げます。 

 本案は、現委員であります津曲洋子氏の任期が本年６月３０日

をもって満了となることから、引き続き同氏を推薦いたしたく諮

問するものであります。 

 津曲氏は平成１７年７月より現在に至るまでの３期９年、人権

擁護委員として在任し、人権擁護活動において積極的に活躍さ

れ、特に子供の人権に力を入れておられ、小中学生に対する人権

教室などでは率先して講義を行い、また上十三地区８市町村の全

ての人権擁護委員で構成する十和田人権擁護委員協議会におい

ては、おいらせ町地区の事務局担当委員としてもご活躍され、人

権擁護に関する経験も豊富であるとともに、周囲の信望も厚く、

人権擁護委員としてまさに適任者であると認められますので、人

権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会の意見をいただ

いた上で推薦したいと考えておりますので、よろしくお願いしま

す。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 この際、質疑を受けます。 

 質疑ございませんか。 
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 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本件についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから諮問第１号について採決をいたします。 

 本件は、これを適任とすることにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。 

 よって、本件については適任とすることに決しました。 

 

 佐々木議長  日程第４、議案第１号、おいらせ町新型インフルエンザ対策本

部条例の制定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 環境保健課長。 

 

当局の説明 環境保健課長 

（小向道彦君） 

 それでは、議案第１号についてご説明申し上げます。 

 議案書８ページをごらんください。 

 第１条の趣旨でありますが、平成２１年に発生した新型インフ

ルエンザの教訓を踏まえ、病原性が高い新型インフルエンザ等に

対して、発生時における措置、緊急事態における特別な措置を定

め、もって国民生活及び国民経済に及ぼす影響を最小とすること

を目的に、新型インフルエンザ等対策特別措置法が平成２４年５

月に制定され、昨年４月に施行されました。 

 措置法に基づく緊急事態措置の実施に当たり、市町村にも対策

本部の設置及びその条例の制定が義務づけられたことにより、新

たに条例を制定し、対策本部に関し必要な事項を定めるものであ

ります。 

 第２条の組織では、本部長のほか、必要な本部員を置くことと

規定しております。なお、措置法の規定により、本部長は町長が、

本部員には副町長、教育長、消防団長及び町長が職員のうちから

任命するもので構成されることとなっております。 

 第３条及び４条では、会議と部について規定しております。 

 なお、対策本部の設置につきましては、新型インフルエンザ等
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が国内で発生し、その全国的かつ急速な蔓延により、国民生活及

び国民経済に甚大な影響を及ぼし、またはそのおそれがあるもの

として、国が緊急事態宣言を行った際に設置するよう措置法で規

定されております。 

 施行日は、公布日であります。 

 議案書１０７ページをごらんください。 

 参考として、措置法の関係条文を掲載しております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１号について採決いたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第５、議案第２号、おいらせ町交通安全条例の一部を改正

する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 まちづくり防災課長。 

 

当局の説明 まちづくり防災課

長 

（中野重男君） 

 それでは、議案第２号についてご説明申し上げます。 

 ページは、１０ページになります。 

 本案は、第３次地域主権一括法による交通安全基本法第１７条

の改正を受けて、交通安全対策会議の委員の資格要件が拡大され

たことにより、都道府県では知事が必要と認めて任命する者が加

えられたことに伴い、県に準じて当町でも町長が必要と認めて任
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命する者を加えるため、町交通安全条例の一部改正について提案

するものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 ３番です。 

 今この改正のところで、その他町長が必要と認めて任命する者

が加えられましたけれども、例えば町長が必要と認めて任命する

というのは、どういう方を指すんですか。ちょっとそこを説明願

います。 

 

 佐々木議長 

 

 答弁を求めます。まちづくり防災課長。 

答弁 まちづくり防災課

長 

（中野重男君） 

 現行では、交通に関する官公庁の職員、もしくは交通に関する

団体の代表者という形で任命をすることになっておりますが、そ

れにプラス町長が認める者という形が加えられた部分につきま

しては、それ以外の町民の方を中心にという理解をしておりま

す。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 今の説明ですと、団体、それから交通に関するそういうふうな。

そうすると、それらの以外の一般の町民ということで、特別範囲

とかそういうのはなくて、町長が認める者ということになるんで

すか。 

 

 佐々木議長 

 

 まちづくり防災課長。 

答弁 まちづくり防災課

長 

 お答えいたします。 

 広く意見をいただくという点からして、町民の方々を対象に広



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－４９－ 

（中野重男君） くお願いをするという理解ということになります。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 広く意見いただくというのは、１人でも広く意見をいただくこ

とになるのか。その辺は私ちょっと理解に苦しむんですが、やは

りこの交通安全対策基本法の改正ということは、その安全対策の

ための一つの知識のある町民を町長が必要と認めて任命すると

いうのであればわかりますけれども、まるっきり知識も何もない

そういう人も対象になるのかということであれば、私は疑問です

よ。やはり、基本になるところがあって、そういう条件に合致す

る町民の中から町長が必要と認めて任命しますよというのであ

ればわかりますけれども、広く意見を聞くというと、例えばいろ

んな考え方の違う人もいるわけですから、やっぱりそういうもの

ではないでしょう。もう一回お願いします。 

 

 佐々木議長 

 

 まちづくり防災課長。 

答弁 まちづくり防災課

長 

（中野重男君） 

 本案の改正趣旨は、委員の資格要件が拡大されたということで

先ほどご説明申し上げておりますが、いわゆる学識者、あるいは

団体の代表、官公庁という指定席以外に、いわゆる町民の方々に

対して、いろんな視点からご意見をいただくというものでござい

まして、そういう理解でご理解をいただければと思います。 

 

 佐々木議長  ほかにございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第２号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま
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した。 

 

 佐々木議長  日程第６、議案第３号、おいらせ町一般職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 行政管財課長。 

 

答弁 行政管財課長 

（田中富栄君） 

 それでは、議案第３号についてご説明申し上げます。 

 議案書の１２ページをお開きください。 

 本案は、平成２５年１０月８日付、青森県人事委員会勧告に準

じて、四輪自動車を使用する職員の交通手当の改正、大規模災害

からの復興に関する法律施行に伴い、災害派遣手当の対象範囲の

拡大及び労働基準法の改正に伴い、時間外勤務が１カ月に６０時

間を超えた場合に、超えた時間外勤務手当の支給割合を改め、当

該時間外勤務手当の一部の支給にかわる時間外勤務代休時間を

新設するため、提案するものであります。 

 改正の主な内容についてご説明申し上げます。 

 第１条給料条例の改正については、１つ目は四輪自動車の使用

者の通勤手当の上限を、現行６０キロメートル以上３万３，００

０円から、８０キロメートル以上４万４，０００円に拡大するも

のであります 

 ２つ目は、１カ月に６０時間を超える時間外勤務手当につい

て、時間外手当の支給割合を現行の１００分の１２５、または１

００分の１３５を１００分の５０に引き上げるものであります。 

 また、時間外勤務手当の引き上げの支給にかえて、時間外勤務

代休時間を指定することができるように改正するものでありま

す。 

 ３つ目には、大規模災害からの復興に関する法律の施行に伴

い、大規模災害による被害を受けて、復興計画を作成する際、お

いらせ町に派遣された職員に災害派遣手当を支給できることに

なったため、所要の改正を行うものであります。 

 なお、手当の額については、日額６，６２０円の範囲内で滞在

期間及び宿泊施設の区分に応じて支給額が定められております。 

 なお、時間外勤務代休制度を新設することに伴い、第２条勤務

時間条例、第３条職員の育児休業等に関する条例、第４条職員団
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体のための職員の行為の制限の特例に関する条例を一部改正す

るものであります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第３号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第７、議案第４号、消費税率及び地方消費税率の改定に伴

う関係条例の整備に関する条例の制定についてを議題といたし

ます。 

 当局の説明を求めます。 

 行政管財課長。 

 

当局の説明 行政管財課長 

（田中富栄君） 

 それでは、議案第４号についてご説明申し上げます。 

 議案書の１７ページをお開きください。 

 本案は、消費税法及び地方消費税法の一部改正により、消費税

及び地方消費税の合計税率が本年４月１日から５％から８％へ

引き上げられることに伴い、関係条例について所要の整備を行う

ため、提案するものであります。 

 その概要ですが、第１条及び第３条から第６条までの５つの条

例については、使用料、手数料のうち、消費税が課税されるもの

について、それぞれ定めている金額に加算する消費税相当額を

８％と改正するものであります。 
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 一方、第２条おいらせ町法定外公共物管理条例につきまして

は、当町の法定外公共物敷地における土砂等の採取について、県

の国有財産使用料徴収条例の改正内容に準じることとし、１１６

ページの新旧対照表のとおり引き上げるものであります。 

 なお、表内の金額は消費税を含んだ総額表示となっておりま

す。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第４号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第８、議案第５号、おいらせ町下水道事業受益者分担金に

関する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（倉舘広美君） 

 議案第５号について、ご説明申し上げます。 

 議案書の２０ページと２１ページになります。 

 本案は、下水道事業処理区域外から公共下水道への接続を認め

た受益者から、地方自治法第２２４条の規定に基づく分担金を徴

収することについて、所要の改正を行うため提案するものであり

ます。 

 改正の内容でありますが、下水道事業の計画策定時において、
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現況が農地等で、計画区域から外れていた土地、そしてその土地

が接している道路に既に下水道の本管が整備済みであった場合、

その土地に住宅を建築して下水道を使いたいとの相談を受けた

場合には、下水道の普及促進の観点から下水道の使用許可を出し

たとしても、現行条例では、下水道事業処理区域以外ということ

になり、分担金を徴収できない状況であります。 

 受益者の公平性を確保するため、処理区域外から下水道への接

続を認めた受益者からも分担金を徴収できるように条例を改正

するものであります。 

 以上でございます。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第５号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第９、議案第６号、町道の路線認定についてを議題といた

します。 

 当局の説明を求めます。 

 地域整備課長。 

 

当局の説明 地域整備課長 

（倉舘広美君） 

 議案第６号についてご説明申し上げます。 

 議案書の２２ページと２３ページとなります。 

 本案は、町道整備事業により整備された藤ヶ森２４号線及び秋

堂７号線の効率的な管理を図っていくため、道路法第８条第２項
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の規定に基づき、町道として認定するため提案するものでありま

す。 

 以上です。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第６号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第１０、議案第７号、損害賠償請求事件の損害賠償額を定

め和解することについてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 病院事務長。 

 

当局の説明 病院事務長 

（山崎悠治君） 

 それでは、議案第７号についてご説明申し上げます。 

 議案書２４ページをごらんいただきたいと思います。 

 平成２３年２月１５日に提訴された平成２３年（ワ）第４１号

損害賠償請求事件については、原告佐々木芳光外、原告らとこれ

まで３年間にわたる弁論準備と証人尋問で互いに主張と反論を

繰り返してきたところであります。 

 しかし、このたび平成２６年２月３日に行われました和解協議

の場において、裁判所が提示しました和解案を双方が受け入れ、

和解に応じることになったものであります。 

 これを受けて、損害賠償額を定め和解することについて、議会

の議決を得た上で、裁判上の和解を成立されるため、地方公営企
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業法第４０条第２項及びおいらせ町病院事業の設置等に関する

条例第６条の規定により提案するものであります。 

 和解の受け入れに当たりましては、２５ページの２和解条項の

（１）、この中段にありますように、被告おいらせ町は、国民健

康保険おいらせ病院において、亡佐々木京子に対して行われた新

鮮凍結血漿異型輸血により亡京子及び同人の遺族である原告ら

に対して心痛を与えたことを陳謝するとあります。 

 このことは、当方が当初から認めておりました血液製剤である

血漿の異型輸血に対してのみの内容であり、これ以外の原告が訴

えておりました医療行為の過誤に関する記述はなかったことか

ら、これまでの当方の主張が全面的に裁判所に認められ、原告も

これを認めたとの判断に基づいたものであり、また損害賠償額で

ある本件解決金を３５０万円として和解することとしたもので

あります。 

 なお、新鮮凍結血漿とは、血液製剤である血漿であり、遠心分

離器により血液から血球成分である白血球、赤血球、血小板を取

り除いたもので、主に血液を固める働きをする血液凝固因子を補

充するために投与する血液製剤であります。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。１５番、馬場正治議員。 

 

質疑 １５番 

（馬場正治君） 

 １５番、馬場正治でございます。 

 本損害賠償事件につきましては、何度か公判傍聴に参りまし

た。証人尋問も傍聴しましたけれども、和解条項に記載してある

ことは、新鮮凍結血漿異型輸血に関してのみであります。本件が、

誤診という原告の主張については何も記載がないということで

すので、この平成２３年（ワ）第４１号損害賠償請求事件の原告

の主張がどのような主張で提訴したものかを、もう一度確認の意

味で読み上げていただきたいと思います。 

   

 佐々木議長  病院事務長。 
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答弁 病院事務長 

（山崎悠治君） 

 ご質問の意味をもう一度確認したいんですけれども、原告の主

張ということでよろしいですか。（「裁判の請求事件の内容につい

て確認したいということです」の声あり）今回の裁判の内容につ

いてですね、はい。 

今回の裁判の原告の請求内容でございますけれども、これは平成

２０年１２月１９日に高熱と食欲不振、それから全身の震え、こ

れらの症状によりまして、当院に亡佐々木京子氏が救急車で搬送

されまして、それが肺炎その他の感染症の診断で入院を開始しま

した。それで、２２日に多臓器不全による心肺停止、このために

緊急手術をしましたけれども、この診断名は全結腸型一斉虚血性

大腸炎、これによって全結腸を切除して人工肛門を造設したとこ

ろでありますけれども、当日午後８時ころ、非常勤の当直医師が

手術後のＡ型の本件患者に対してＯ型の新鮮凍結血漿３２５ミ

リリットルを誤投与したということでありまして、これが原因で

はないんですけれども、翌年１月６日に術後からの出血に対する

いろんな各種医療法を行いましたけれども、同日午後６時４分に

死亡したということなんですけれども、この死亡に当たって、原

告のほうでは不適切な治療、あるいは診断がなされたということ

で、損害賠償請求額が３，５３２万９，１５６円を賠償しなさい

ということでの提訴でありました。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  １５番。 

 

質疑 １５番 

（馬場正治君） 

 要は、この事件の請求の根拠というのが、病院の誤診断による

死亡であったと主張して、３，５３２万５，０００円余りを払え

という事件だったということのようですけれども、和解案には、

その誤診に関しては何も記載がなくて、請求の根拠でなかった新

鮮凍結血漿異型輸血に対しての謝罪と和解金３５０万円という

ことしか記載されていないんですが、先般の全員協議会でも質問

があったんですけれども、これでこの事件全て、要は誤診断によ

る死亡という請求についても、全面的に解決するのだと、この和

解案にはそのことは一切書いていないけれども、この請求事件全

てが解決するのだということをもう一度確認したいんですけれ

ども、その点お願いします。 
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 佐々木議長  病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（山崎悠治君） 

 それでは、お答えいたします。 

 この和解案が提示されまして、今説明したように異型輸血のみ

が記載されているということでありまして、私らもこれは今まで

原告側が主張してきました診断の誤り、それから適切な医療行為

がなされなかった、こういう主張は全て裁判所により排斥させら

れたと考えております。ですから、私どもの病院側の治療行為は

間違ってはいなかったということを確証しております。 

 そして、この議案の議会の議決を得まして、１９日に午後３時

から裁判所で双方の代理弁護人と裁判官の３者で和解の最終の

確認をいたします。それに同意をいたしますと、そこで和解が成

立ということになりまして、以後これに関する請求、あるいはこ

の我々の主張してきた今までのことが全て認められるというこ

とになりますので、以後これに関する問題は一切生じないという

ことになります。 

 以上で説明を終わります。 

 

質疑 １５番 

（馬場正治君） 

 最後ですけれども、この和解条項の中に、誤診断に関しての記

述が一切ないというのがどうも物足りない印象を受けるわけで

すよ。それで、この間も質問があったと思うんですけれども、こ

の和解条項の中に原告の主張するその誤診について何か記述が

あれば、例えば請求を取り下げるとか、その上でその異型輸血に

ついては陳謝をして和解金３５０万円に同意するということが

あればいいんですけれども、そういうその和解条項の修正につい

ては申し入れることができなかったのか。あるいは１９日のその

協議によってつけ加えることが、可能性がないのかどうか。最後

にお聞きしたいと思います。 

   

 佐々木議長  病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（山崎悠治君） 

 それでは、お答えいたします。 

 和解条項に対しての何らかの意見というんですか、できなかっ

たかということなんでございますけれども、この和解の案を提示
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されたときに、当方の代理弁護士であります加々美弁護士とも当

然相談して和解に臨んだわけですけれども、弁護士によります

と、先ほど申し上げたとおり、原告が主張するそういう診断の誤

りとか、適切な医療行為がなされなかったと主張してきたこと

が、まずは全部裁判官によって排斥させられたということであり

ますので、これはもうほとんど勝訴に近いというようなことがあ

りまして、それともう一つは、この和解条項にもありますけれど

も、結局この和解を締結することによりまして、当然その後の請

求というものは発生しませんし、これ以上裁判を長引かせても双

方に利益がないというようなこともありまして、裁判所が示され

ましたこの和解案に同意することとしたものでございます。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  ほかにございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第７号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第１１、議案第８号、平成２５年度おいらせ町病院事業会

計資本金の額の減少についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 病院事務長。 

 

当局の説明 病院事務長 

（山崎悠治君） 

 それでは、議案第８号についてご説明申し上げます。 

 議案書２７ページをごらんいただきたいと思います。 

 本案は、平成１８年３月の合併時の会計処理において、病院事

業会計の補助金等を源泉とする資本剰余金３億６２９万９，００



【青森県上北郡おいらせ町議会】 

－５９－ 

０円から、１億２，０３４万１，７３０円を資本金に組み入れし

たものでありますが、今回の地方公営企業会計制度の見直しによ

る移行処理に伴いまして、資本金から資本剰余金に同額を振替す

ることについて提案するものであります。 

 なお、この振替は、みなし償却制度の廃止によるものであり、

資本金の額を減少させ、資本剰余金に振りかえた後、移行処理時

に長期前受金に振りかえることとされているための処理であり

ます。 

 議案書１２１ページをごらんいただきたいと思います。 

 ここでは、議会の議決を経たものとして作成しました剰余金の

処分計算書を掲載しております。この中で、議会の議決による処

分額、左のほうにありますけれども、処分額のうち、資本剰余金

への振替の項では、資本金の額を１億２，０３４万１，７３０円

減少させ、資本剰余金へ振替することとしております。 

 以上で説明を終わります。 

   

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 ３番、平野です。 

 資本金が減って、資本剰余金がふえるわけですけれども、そう

すると今の説明ですと、これまでの補助金、今までもらった部分

の全額を移すということですか。ここのところ、１億２，０００

万円の振替になった原資というのは、今の説明ですと、補助金の

一部なのか、全部なのか、ちょっと理解できませんので、お願い

します。 

 

 佐々木議長 

 

 病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（山崎悠治君） 

 お答えいたします。 

 この資本剰余金ですけれども、これは今までの補助金の全額が

３億６２９万９，０００円ということでありまして、それをみな

し制度によって補助金が……、これは既に償却、ものがなくなっ
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ているというのは対象にしておりません。もう廃棄してしまった

やつはですね。今現在ある中で、台帳に載っているもの、これら

の補助金ですね。それが、これから説明になりますけれども、こ

とし２５年度において償却撤去による除却、それも含めると約２

億８，０００万円ということになりますが、それを除いた額がこ

の１２１ページの処分後残高の資本剰余金２億４，６１１万３，

４４４円、これを前受金として移行処理時に振替するという手続

をとることになっております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  ほかにございませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第８号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第１２、議案第９号、平成２５年度おいらせ町病院事業会

計資本剰余金の処分についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 病院事務長。 

 

当局の説明 病院事務長 

（山崎悠治君） 

 それでは、議案第９号についてご説明申し上げます。 

 議案書２８ページをごらんいただきたいと思います。 

 本案は、地方公営企業会計制度の見直しによって、補助金をも

って取得した資産のうち、平成２５年度に除却する全身用エック

ス線ＣＴ撮影装置及び特殊浴槽の医療器械から、みなし償却制度

の廃止によって発生する損失４，２４９万８，０００円を資本剰

余金をもって補塡することについて提案するものであります。 
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 先ほどの１２１ページをごらんいただきたいと思います。 

 議案書第８号同様に、議会の議決による処分額のうち、資産撤

去による補塡の項でも資本剰余金から４，２４９万８，０００円

を減額して補塡することとしております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 ３番です。 

 この資本剰余金が減ることによって、そのバランスシートでい

きますと、利益の変動が生ずることになりますか。そこを一つ。 

 

 佐々木議長 

 

 答弁を求めます。病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（山崎悠治君） 

 それでは、ご説明いたします。 

 これまで、補助金とか、資本剰余金として計上されておりまし

たけれども、新しい基準においては、長期前受金として負債に計

上することになります。それで、対象資産の減価償却に応じて長

期前受金、これを戻し入れ収益として収益化いたしますけれど

も、これによって貸借対照表上では負債が増加して、資本剰余金

を構成する資本が減少するということになります。そして、損益

計算書においては、みなし償却を行っている病院においては補助

金等に対応する部分の減価償却費が増加します。そして、長期前

受け金を減価償却に応じて収益化するため、これは純損益の影響

はないということになります。 

 それから、収益化される補助金は営業外収益に計上されて、増

加する減価償却費は営業費用に区分されるため、営業損益は若干

悪化することにはなりますけれども、経常損益の影響はありませ

ん。もちろん、現金の増減等もございません。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 
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 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第９号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 

 佐々木議長  日程第１３、議案第１０号、平成２５年度おいらせ町病院事業

会計未処分利益剰余金の処分についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 病院事務長。 

 

当局の説明 病院事務長 

（山崎悠治君） 

 それでは、議案第１０号についてご説明申し上げます。 

 議案書２９ページをごらんいただきたいと思います。 

 本案についても、平成１８年３月の合併時の会計処理におい

て、病院事業会計の補助金等を源泉とする資本剰余金から累積欠

損金に充てた１億８，５９５万７，２７０円のうち、長期前受金

２億４，６１１万３，４４４円に見合う１億１，０３６万５，７

１４円を今回の地方公営企業会計制度の見直しによる移行処理

に伴いまして、未処分利益剰余金から資本剰余金に振替すること

について提案するものであります。 

 なお、この振替につきましても、みなし償却制度の廃止による

ものであり、資本剰余金を長期前受け金とするための処理であり

ます。 

 また、議案書１２１ページをお開きいただきたいと思います。 

 ここでも、議案第８号同様に、議会の議決による処分額のうち、

資本剰余金へ振替の項でも長期前受金２億４，６１１万３，４４

４円に見合う１億１，０３６万５，７１４円を未処分利益剰余金

から振替することとしております。 

 以上のような振替を行い、移行処理時において処分後残高の資
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本剰余金２億４，６１１万３，４４４円を長期前受金として計上

した上で、減価償却に見合う分を順次収益化していくものであり

ます。 

 以上で説明を終わります。 

   

 佐々木議長  説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 ３番、平野敏彦議員。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 ３番、平野です。 

 今、そうすると未処分利益剰余金が１億６，３７３万５，２９

８円のものを資本剰余金に移すことによって、その５，３３６万

９，５８４円が繰越利益剰余金という形で出ておりますけれど

も、このような形でいったら、今度この剰余金というのはまだま

だ目減りしていくのですか。将来、収支のバランスというのは、

例えば２５年度決算で経営的に悪化するとか、そういうのは予想

されますか。 

 

 佐々木議長 

 

 病院事務長。 

 

答弁 病院事務長 

（山崎悠治君） 

 それでは、お答えいたします。 

 この未処分利益剰余金１億６，３７３万５，０００円なんです

けれども、これは２５年度で見込んでおります５０９万４，００

０円でしたか、その分の決算見込みの経常利益の分ですね。２４

年度にその分を加えた額が１億６，３００万円になって、それか

ら１億１，０００万円ほどを補塡財源といたしますので、残りが

５，３００万円ということになります。 

 ２６年度以降、この繰越利益剰余金は黒字になった分、これが

積み重なっていきます。赤字になればそれを補塡するような格好

になりますので、この剰余金は減ることにはなりますけれども、

黒字をずっと続けていけば、その黒字が続いた分、この剰余金が

ふえていくということになります。 

 ２５年度の決算見込みとしては、約５００万円ほどの利益を見

込んでおります。次年度以降も、経常黒字に向かって努力してい
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きたいと考えております。 

 以上で説明を終わります。 

 

 佐々木議長  ３番。 

 

質疑 ３番 

（平野敏彦君） 

 そうすると、２５年度の決算を見込んでのこの計上で、今提案

のような対応をすることによって、２５年度末で５，３３６万９，

５８４円の利益剰余金が生じると。それで、２６年度決算でも黒

字が出た場合はこれに加算されるということの説明ですけれど

も、例えば２６年度で収支のバランスが悪くなって赤字になった

場合は、この額が減ることになると思いますけれども、この額が

減るだけで経営的な部分というものの指標というのはないんで

すか。例えば、３条とか、そういう予算の中では、収支のバラン

スが常に赤字で、営業外でプラスになって、トータル的には黒字

になっているわけですけれども、そういうのからいって、全体的

に経常収支が赤字になったときこれが減るわけですよね、ここが

ね。そうすると、今まで振替をしなければ、まだこの１億六千何

ぼが残ってあったわけですけれども、この額がぐっと減っていく

ということになりますね。わかりました、はい。 

 

 佐々木議長  ほかにありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、本案についての質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  なしと認め、討論を終わります。 

 これから議案第１０号について採決をいたします。 

 本案は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

 佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

 これから４５分まで休憩いたします。 

  （休憩 午後 ２時３０分） 

 佐々木議長  休憩前に引き続き、会議を再開します。 
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  （再開 午後 ２時４７分） 

 佐々木議長  お諮りします。 

 本会議における本日の議案審議については、議案第１０号まで

とし、議案第１１号からの審議はあす引き続き行いたいと思いま

すが、これにご異議ありませんか。 

 （議員席） ＊＊なしの声＊＊ 

次回日程の報

告 

佐々木議長  異議なしと認めます。よって、本会議の議案の審議はそのよう

に取り扱うことに決しました。 

 これで、本日の会議を閉じます。 

 明日の本会議は、引き続き本会議場において、午前１０時から

議案の審議を行います。 

 

延会宣言 佐々木議長  本日は、これで延会いたします。 

 

  （延会時刻 午後 ２時４９分） 

 

 事務局長 

（袴田光雄君） 

 修礼を行いますので、ご起立願います。 

 礼。 

 お疲れさまでした。 

 
 


